
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和６年度学力調査では，「話し手の話に関心をもち，質問する。（6人中 3人正答）」「物語分を読ん

で感じたことを共有する。（6 人中 2 人正答）」「説明文で事柄の順序などを考えながら，内容の大体

をとらえている。（6 人中 3 人正答）」「文章を書く。（4 人無回答，1 人のみ正答）」に課題が見られ

た。 

・自分の考えを言葉にまとめることや表現することに課題がある。 

・自分の考えを伝えたりまとめたりすることが苦手で，語彙力・表現力に課題がある。（読書量の少な

さや考える力の弱さにも課題がある。） 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・ひらがなが未定着の児童には，カルタ遊びやタブレットを活用した文字ゲーム等を通して，ひらがな

理解につながるような個別指導を行っている。 

・簡単な絵本の読み聞かせを適宜行い，物語の世界を楽しんだり，友達と一緒に登場人物の描写から情

景を想像したりする機会を多く設けている。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・毎回日直の時にはスピーチをする。聞く側は，全員が質問や感想を伝える取組を行っている。 

・文章を書いたりスピーチをしたりする際には，構成メモを作ったり文章を組み立てて書いたり話し

たりするように指導している。 

・漢字ミニテストをしたり，漢字ノートの宿題で言葉や文章づくりをして使い方を覚えたりするなど

して，定着を図っている。また，辞書引きを積極的に行うように指導している。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①毎朝の日直のスピーチに対し，全員が質問や感想

を伝える時間を設定する。また，構成メモを作り，文

章を組み立てることを指導する。 

②漢字ノートを自分でまとめることで，漢字の使い方を

身に付ける。 

＜検証方法＞ 

❶話し手の話に合った質問や感想が言えているかを

確認する。自分の考えをまとめる手段として，あらか

じめ準備することを習慣化させる。 

❷使い方が分からないときや，間違えたときには直し

をする，また辞書引きをして自分で調べることで定

着を図る。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①文章の組み立てを理解し,話すことの内容をまとめよう

とする姿勢ができた。 

②自分で調べて,学ぶ習慣を身に付けることができた。 

＜課題＞ 

①自分の考えをもつことや,表現することへの苦手意識

が強く,深めたり広げたりできない。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留意す

べき事項 

・話型や質問型などの例示,個別での支援をして自分の

考えをまとめたり伝えたりすることができるようにする。 

 

・疑問をもって，自分で調べて考えようとするようにさせ

る。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 問われていることを理解し自分の考えをもって友達に伝え,友達の意見も聞いて考えを広げることができ

る。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和６年度の学力調査にて，社会科の調査は実施なし。 

・自分たちで課題を見付けていくことが難しい。 

・写真や地図，グラフなどを読み取るのが苦手。 

・調べたことをまとめる力が弱い。言語・文章化，表現力に課題がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当項目なし。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・身近なことを題材にして，関心と親しみをもてるようにしている。 

・インターネットなども活用しながら，進めていく。 

・ 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①身近な事に置き換えたり，体験できることを取り

入れたりして，考えを広げられるようにする。 

 

②インターネットの資料や動画を活用し，地域的に

難しいテーマの学習内容でも理解が深まるように

する。 

＜検証方法＞ 

❶「知りたい・見たい・聞きたい」自分なりに課題を

見付けて，調べたことをまとめることができるか

確認する。 

❷テストなど「知識・理解」の項目で，８割以上とれ

るかを確認する。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①身近な出来事を考えたり見学したりしたことで,

興味をもって取り組むことができた。 

②資料や動画を活用して，地域的に難しい学習内容

を理解することができた。 

＜課題＞ 

①分かったことや学習したことを自分の言葉でまと

めることが苦手。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・資料やグラフの適切な読み取りができるようにす

る。 

 

・自分なりに課題を見付けて,調べたことや分かった

ことを分かりやすくまとめることができるように

する。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 学んだことを自分ごとととらえ,社会の一員として自分ができることを考えて行動できる。 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和６年度学力調査では，「文章問題（求補の場面）を，2桁―2桁＝2桁の減法を適用して解く」「加

法の結合法則を用いた式の表し方の理解」「長さの単位の関係を理解し，大小を判断する」（6人中 3

人正答）「はこの形：直方体を作るときに必要な面の形と数の理解。直方体の辺の長さや数を使って，

問題を解く」（6人中 2人正答）に課題がある。 

・文章の読み取りが苦手で，場面を正しく理解して立式することに課題がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・教室に数の表を常掲し，学習の中で指し示しながら繰り返し数を唱えさせている。 

・抽象と具体を行き来しながらの学習を繰り返し，具体物での理解を抽象的な表現とマッチングでき

るようにし， 抽象的な思考や表現に慣れさせている。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・問題の場面を，できるだけ絵や図など可視化して示している。 

・問題文で大事な数字や言葉に印を付けさせている。 

・自分の考えを言葉や図，式などで書き表したり，説明したりする機会を設けている。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①問題場面を視覚的に示したり，具体物を操作した

りする。 

 

②自分の考えを書き表したり，説明したりする場を

設ける。リレー方式で前の人に続いてや，言い換え

などをさせる。 

 

＜検証方法＞ 

❶授業中や家庭学習などで，文章問題において正し

く立式できているかを見る。 

 

❷場を多く設け，筋道を立てて説明できているかを

確認する。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①大切な言葉や数字を見付けて,図に表すことで視

覚化し立式・解答する力が高まった。 

②習ったことを使って，説明する力が高まった。 

＜課題＞ 

・文章をよく読まずに,問われていることを理解する

ことに課題がある。 

・個人差があるが，表現（言葉）が出てこないことが

ある。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・文章を理解して一人で図を描いたり,言葉で説明し

たりすることができるようにする。 

 

 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 問題を正しく理解して,習ったことを使って問題解決をする。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・当該教科の学力調査は実施していない。 

・今年度から理科の学習を始めたばかりなので，科学的な思考や表現力がまだ身に付いていない児童

が多い。観察や実験等の活動には興味・関心が高いが，結果から考察したり理由を考えたりしようと

する意識が低い。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当項目なし 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせ，形成的な評価を行うために，毎時間や各単元の最

後に振り返りを行い，復習を徹底させる。 

・生活経験や既習内容を生かし自分の考えを言葉や図，資料等を使って表現させることによって，論理

的に思考することを習慣化させ，表現力を高める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさ

せるために，各単元の最後に振り返りや復習を

徹底させる。 

②生活経験や既習内容を生かし自分の考えを表現

させることによって，論理的に思考することを

習慣化させる。 

＜検証方法＞ 

❶単元テストにより，知識・技能分野の評価がＢ

基準（正答率 70％）以上になったか。 

 

❷単元テストにより，思考・判断・表現分野の評価

がＢ基準（正答率 70％）以上になったか。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を身に付けることがで

きた。 

②自分の考えを短い文で表現できるようになり，思

考・判断・表現の力が高まった。 

＜課題＞ 

・テストでは，問われている内容や答え方を捉える

のが難しい児童がおり，個別の支援が必要である。 

・自分の考えを表現する場面で，論理的でもう少し

長い文が書けるように指導したい。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・基礎的基本的な学習内容の一層の定着を図る。 

・適切な用語等を用いて，自分の考えを表現できる

ように段階的に指導していく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 身の回りの自然科学的な事象に興味・関心をもち，主体的に解決し，考えを表現することができる。 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

 歌唱領域は元気よく，器楽領域では楽器を持ち帰り自主練習に励むなど音楽に対して意欲をもって 

取り組む姿が見られる。それぞれで得意な分野があり，「広く浅く」ではなく「狭く深く」の視点で 

物事を追求する児童たちであるが，苦手な分野に関してはネガティブな発言が多く，良いイメージ 

が頭の中で膨らまないことがある。それぞれ得意分野をもっているので教え合い活動の中で知識や技 

能を向上させる協働的な場面の活用が課題である。 

 また，昨年度からの課題として挙がっている歌唱領域における声の大きさや曲想に合わせた歌い方

については引き続き注視していかなければならない事項である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・繰り返すだけでなく，児童が興味・関心をもてる授業展開を考える。 

→既習事項を繰り返しながら基礎的な知識や技能の定着を図り，さらに興味・関心がもてるような授

業展開を行いながら，新たな知識や技能を習得しながら音楽を楽しむ力を育んだ。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・技能については明確なゴール地点を提示し，それに向かって個人練習を重ねながら目標を達成でき 

るように個別指導を実施している。 

・さらに自己肯定感を高めるため，成功体験を重ねられる実技発表の場面を多く設定している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①協働的な活動の設定 

②歌唱領域において客観的に自分の歌唱を認識し， 

 曲想に合った歌い方や他者と合わせる力を育む場 

の設定 

③学期末アンケートの実施 

＜検証方法＞ 

❶小グループに分かれ，リーダーから教えてもらっ

たり，リーダーとなって教えたりする場面を多く

設ける。 

❷自分が歌っている姿を映像や音声で確認し，うま

く歌えてるときにどのように身体を使い発声をし

ているのかを確認する場面を意図的に設定する。 

❸学期末アンケートの分析 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・技能については，ペア活動として２回に１度は仲 

間と一緒に発表する時間をとり，他者と合わせ 

ながら個別の目標を達成できる場面を設定するこ 

とができた。 

＜課題＞ 

・課題をクリアしているのに，消極的な発言をして 

しまう児童もいる。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・歌唱と器楽共に，意欲が高く技能も平均よりでき 

る生徒が多い。しかし，消極的な発言をしてしまう 

児童もいるため，自己肯定感を高める場面の設定 

や言葉かけを継続していく必要がある。 

 

 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 何事にも前向きに，ポジティブな発言が多くなるような児童 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・絵や立体に表す活動や造形遊びを楽しむ姿が見られるが，鑑賞活動や活動の振り返りなど，自分の考

えをまとめたり発表したり，言語化することに抵抗がある児童が半数近くいる。 

・イメージしたことに技能が追い付かない時に，自ら試行錯誤しながら挑戦する場面が少なく，すぐに

答えを教わろうとしたり，代わりにやってもらおうとしたりすることがあり，主体的に分かろうと

する，できるようになろうとする姿勢をつくるための授業づくりが必要である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】対象の全体を捉え，表現することが難しく，手足のつながりがおかしかったり衣服が透けてい

たりする段階の児童や，描画技術が稚拙かつ雑で形の中を塗りつぶすことが難しい児童がいる。言葉

の説明や手本を見せるなどの指導では，なかなか本人の納得につながらない実態がある。 

【改善策】人物像を描くときは全身が見える鏡で自分の姿を映し，部分のつながりや衣服の見え方を

確認して描かせる活動をしている。人物や動物などを描く時の，全体と部分が捉えられるような指導

方法の工夫をする。 

【評価】授業を受ける際の基本のスタンスが定まっていないため，児童が題材の目標を理解したうえ

で自分のイメージや表現したいことを実現できるよう，導入段階を丁寧に進めていかなければならな

い。まずは図画工作科の活動の種類を知り，児童自身が題材ごとに取り組み方を変え，むやみなエネル

ギーの放出で終わらないような授業者側の組み立ての工夫が必要である。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・授業の始めに授業の流れとめあてを示して確認することを徹底し，授業終わりの振り返りをワーク

シートに記入して自分の取り組みを思い出しながら，次回に向けてやるべきことや考えていること

を言語化してまとめることを習慣化できるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動

を充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行

い，自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・苦戦しながらも自分らしく主題を設定して作品

づくりに取り組むことができた。 

 

＜課題＞ 

・自分の作りたいもののイメージを実現するため

に試行錯誤を繰り返す場面が少なく，すぐに答

えを要求したり教員に手伝ってもらおうとした

り，自力解決に消極的なことが課題である。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・感情が先行する児童が一部おり，児童同士のト

ラブルが起きる場面もあるため，危険を伴う用

具を扱う題材は注意が必要である。 

・図工室内の規律を改めて確認し，題材ごとの注

意事項の確認だけでなく，毎回の授業でも呼び

かけていく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 用具や材料の扱いを正しく理解して技能を向上させることに主体的に取り組み，その力を活用して

表現したいことを形にできる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第３学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・授業評価アンケートなどから，「体育科の授業が好きか」や「体育科の授業はわかりやすいか」の項

目でほぼ全員が肯定的な回答をしている。 

・遊んだり動いたりすることは嫌いではないが，６人中３人はすすんで運動をすることが苦手である。 

・運動能力に偏りがあり，走ることは得意だが，多様な動きや道具を使うことが苦手である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・２年生と合同の体育としてできるだけ人数を増やしている。 

・グループでの運動の機会をゲームだけでなく，器械運動や，体つくり運動でも取り入れ，チーム で

の取組や，協働学習の機会をできるだけ増やしている。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・技能のポイントを絵付で示し，自分に合ったものを選んだり挑戦したりできるようにする。 

・楽しんでできるような場や方法を設け，スモールステップで達成感をもたせる。 

・振り返りを書かせたり，友達の良いところを伝えたりして意欲を高める。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①技能のポイントを可視化して，分かりやすく提示

する。 

②振り返りカードなどを活用する，友達同士でアド

バイスし合うなどの場を作る。 

 

＜検証方法＞ 

❶毎回の動きを見取る。掲示物を見ているときにど

んな考えをもっているかなど聞き取る。 

❷振り返りカードの見取り。活動中の見取り。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①めあてや技能ポイントを示すことで,何をするか

理解して取り組むことができた。 

②振り返りシートを書くことで,自分の振り返りが

できたり友達のよさを見付けたりすることができ

た。 

＜課題＞ 

②振り返りでは,「楽しかった」ではなく「〇が△す

ることでできるようになった」など自分の言葉で

具体的に書くことが難しい。 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・能力の差もあるので，レベル別に課題などを設定

するなどの工夫をする。 

 

・みんなが協力して準備や片付け,ゲームに取り組め

るようなルールやグループ分けを工夫する。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 学習に意欲的に取り組み,技能・表現の力を着実に身に付けることができる。 

 


